
ブﾛシｴｸﾄ報告書

【締切:ブﾛラｪｸﾄ終了後1か月以内｡もしくは２０１１年４月30日】

団体名

▼報告書の扱i,､､および記入にあたっての注意点

写亘(2枚程庶毎写真の肖像題昔慢gがないものの握出をお廉恥､鋼ﾉます)琶諦

1.プロジェクト名

職員団結向上研修プログラム

2.ブﾛヅｴｸﾄの目的とその背景300文字まで

3.プロジェクトの内容300文字まで

23年４月３０日

職員に対しての宿泊研修･施設見岸を行います。

1．他施設や青少年教育施設を利用し､職員が本学園の理念･方針について､事業計画書をもとに議論し､分かち合

いを行います。

2．児童支援の基本となる自立支援計画書の有効な活用について､職員で話し合います。

3．夏行事等に利用できるような施設を見学し､参考にして企画を立てられるようにします。

4．宿泊研修ということで､職員の親睦も兼ねます。

4.ブﾛヅｴｸﾄ実施にあたっての工夫点とその効果300文字まで

職員がじっくり話し合え､議論をするために､学園としては初めての職員一泊研修を行います｡テーマを｢なぜ活用さ

れない養護(事業)計画勘とし､職員グループワークのもと､課題点を見出し､実行できる改善策を考えることにしま

した｡外部スーパーバイザーより､論点の整理や話し合いの進め方のアドバイスを元に､グループ討議を効果的に

進めることが出来､今後のチームの話し合いに役立てられる効果的な方法を体得するステップとなりました｡全職員

が参加できるように､同じ内容の研修を2回に分けて､実施しました｡職員の親睦も図られ､チームワーク作りの一歩

となり､来年度はさらなる研修成果を期待出来ると思います。

5.全伽i勺所感､終了しての感想など300文字まで

ペトレヘム学園の養護(事業)計画智をじっくり読み込む良い機会になりました｡グループ討議の中では､｢何故読ま

ないのか｣について経験年数に分かれ討議し､｢現場の必要性が感じられない(現場では担当者ハンドブックが活用

されているから)｣や｢自立支援計画書の作成時に必要になる｣等の意見が出ました。しかし様々な意見が出た中

で､同じ施設で働いている職員がバラバラな支援を行っていたのでは利用者が混乱する､支援を行なう為の事業計

画書を読んでいないのは問題なのではないかという話になり､そこで初めて問題が明確化してきました｡明確化に伴

い､到達点でもあった活用する為にはどのようにすればいいかなどを様々な視点から討議しました｡宿泊研修という

形で､普段､機会のなかった職員とも話すことができ､学園の職員力アップに繋がったように思います。

6.参考資料

支援対象プロジェクトで作成したチラシ､パンフレットやマスコミで紹介された記

事等は現物またはコピー､活動風景の写真を参考資料として提供してください。
参考資料あり。特になし


